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市
で
は
、
平
成
22
年
度
に
「
第
４
次
下

田
市
総
合
計
画
」
を
策
定
し
、
各
種
施
策

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
の

加
速
、
大
規
模
災
害
の
発
生
や
新
し
い
感

染
症
に
よ
る
安
全
・
安
心
に
対
す
る
不
安

の
高
ま
り
、
情
報
通
信
技
術
の
一
層
の
進

展
な
ど
、
社
会
経
済
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、
今
後
10

年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
と
そ
の
実

現
に
向
け
た
取
組
を
明
ら
か
に
し
、
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
第
５
次

下
田
市
総
合
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
総
合
計
画
の
実
現
に
向
け
て
、
市
民

の
皆
さ
ま
と
協
働
し
て
各
種
施
策
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

市
で
は
令
和
２
年
６
月
に
、
市
民
や
有

識
者
な
ど
で
構
成
す
る
「
下
田
市
総
合
計

画
審
議
会
」
を
設
置
し
、
計
画
策
定
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

社会環境の変化

①少子高齢化の進行と人口減少社会の到来

②環境問題への対応

③安全・安心意識の高まり

④情報通信技術（ＩＣＴ）の進展

⑤ライフスタイルの多様化

⑥地方創生の推進

⑦持続可能な開発目標ＳＤＧｓの推進

市の抱える主な課題

基本構想 基本計画

①人口減少と少子高齢化社会への対応

②自然環境の保全と循環型社会の構築

③命を守る安全な地域づくり

④安心して暮らすことのできる医療・

　福祉の充実

⑤多様な交流を活かした産業振興

⑥効果的かつ持続可能な行政運営

基
本
構
想
を
実
現
す
る
た
め
、
分
野
ご

と
に
現
状
と
課
題
を
分
析
し
、
体
系
的

に
具
体
的
施
策
や
手
段
を
示
す
も
の

　

こ
の
総
合
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

関
係
団
体
や
子
育
て
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ま

と
の
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
市
長
と

語
る
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
意
見

や
提
案
な
ど
を
参
考
に
審
議
を
重
ね
、
令

和
２
年
11
月
に
総
合
計
画
審
議
会
か
ら
答

申
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
答
申
を
も
と
に
、
新
た
な
総
合
計

画
を
12
月
市
議
会
に
提
案
し
、
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

計画期間：令和３年～ 12 年度

第
５
次

下
田
市
総
合
計
画
を

　
　
　
　

策
定
し
ま
し
た

問
合
せ
先　

統
合
政
策
課
政
策
推
進
係　

☎
㉒
２
２
１
２

計
画
策
定
経
過

● 社会環境の変化と下田市の抱える課題

● 第５次下田市総合計画の体系

分野１　自然環境・生活環境

分野２　子育て・教育

分野３　観光・産業・雇用・移住

分野４　都市基盤整備

分野５　危機管理

分野６　健康・福祉

分野７　共生社会

分野８　行財政改革

まちの基本理念

まちの将来像

計画の基本指標

土地利用構想

まちづくりの柱

下田市総合計画の体系

基本構想：10 年間

基本計画：５年ごとに前期・後期に

　　　　　分けて策定

 年度 ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12

基本構想 10年間

前期基本計画 5年間 後期基本計画 5年間

下田を愛する、市民を始めとする幅広い人の参加により、

本市の持つ自然や歴史・文化を活用し、

市民一人ひとりが誇りをもって暮らすことのできるまちづくり

美しく生活しやすいまち

＜主な取組の方向性＞
・自然環境や景観の保護・保全
・６Ｒの推進や廃棄物の再資源化
・道路や公園、公共交通等の各種インフラ整備

郷土への誇りと愛着を育むまち

＜主な取組の方向性＞
・自然体験等を通じた郷土愛を育む教育の実施
・ＩＣＴ環境の整備等による先端教育の普及
・生涯学習の充実や国際交流の推進

人が集い、活力のあるまち

＜主な取組の方向性＞
・自然等を活かした新たな生活スタイルや楽し
　み方の提供
・関係人口の創出・拡大、移住者の増加
・関係人口とのつながりを活用した地域課題の解決

安全・安心なまち

＜主な取組の方向性＞
・防災・減災対策、消防・救急体制の整備
・ライフステージに応じた健康づくり、地域医療
　体制の強化
・子育て環境や地域コミュニティの充実
・高齢者及び障害者（児）に対する福祉の充実

時代の流れを力に　つながる下田　新しい未来

● まちの将来像（今後 10 年間で目指すまちの姿）

 

①時代の流れを力に ②つながる下田

●＂都会から地方へ＂＂地方から世界＂
　へという新しい地方の時代
●急速に進展する情報通信技術の活用
●地方の有する豊かな空間性等の強み
　や可能性を最大限に駆使

●「関係人口」の創出・拡大
●人と地域の絆の強化
●市民と多様な主体（民間企業、NPO、
　近隣市町等）が下田で協働

③新しい未来

新たな暮らしのスタイルの確立や、新たな付加価値を生み出す消費・投資の促進など、

これまでにない　　　　　　　　　　を創出し、明るく希望の持てる未来を築きます

● まちづくりの基本理念（長期的なまちづくりの考え方）

● まちづくりの柱（今後重点的に目指していく本市の姿勢）

＂新しい価値＂
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